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上
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解
題
・
は
じ
め
に 

  

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
は
、
ヒ
ト
の
ヨ
の
十
二
代
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
（
景け

い

行こ
う

天
皇
）
の
キ
ミ
の

５
６
年
に
、
最
終
の
編
集
が
為
さ
れ
て
４
０
ア
ヤ
に
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
う
し
て
、

時
の
ス
ヘ
ラ
キ
（
古
代
の
天
皇
陛
下
）
の
十
二
代
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
（
景
行
天
皇
）
の
キ
ミ
に

献
上
さ
れ
ま
し
た
。
現
代
に
、
ひ
と
く
ち
に
申
し
ま
し
た
ら
、
『
ホ
ツ
マ 

ツ
タ
ヱ
』
な
ど

「
ヲ
シ
テ
文
献
」
は
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
の
原
書
と
い
う
事
で
御
座
い
ま
す
。 

  

「
ヲ
シ
テ
文
献
」
の
ひ
と
つ
の
『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
は
、
全
巻
が
、
１
ア
ヤ
か
ら
４
０

ア
ヤ
ま
で
の
長
大
な
文
献
で
す
。
文
献
成
立
時
に
は
、
巻
子
本
の
仕
立
て
で
絹
本
で
あ
っ

た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
現
在
に
発
見
さ
れ
て
い
る
最
古
の
完
写
本
は
、
江
戸
時
代
の
中
頃

の
も
の
で
す
。
江
戸
時
代
頃
で
の
漢
字
訳
文
が
付
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
、
江
戸
時
代

の
漢
字
訳
文
は
、
直
訳
的
な
レ
ベ
ル
で
す
。
直
訳
文
で
は
、
漢
字
国
字
化
時
代
以
降
に
定

ま
っ
て
き
た
語
彙
の
意
味
に
時
代
錯
誤
に
当
て
付
け
ら
れ
て
、
い
わ
ゆ
る
擬
古
文
の
「
偽

書
」
風
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

本
当
の
、
我
が
国
の
う
つ
く
し
さ
は
、
ヲ
シ
テ
文
献
の
成
立
時
に
あ
っ
た
は
ず
で
す
。 

ど
う
し
て
も
、
漢
字
の
文
章
へ
の
直
訳
的
な
翻
訳
の
以
前
に
遡
っ
て
、
言
葉
の
意
味
を

考
え
直
し
て
ゆ
く
必
要
が
有
り
ま
す
。 

つ
ま
り
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
言
葉
を
、
『
ホ
ツ
マ 

ツ
タ
ヱ
』
な
ど
「
ヲ
シ
テ
文
献
」
の

す
べ
て
の
用
例
に
当
た
っ
て
み
て
意
味
内
容
の
通
じ
る
概
念
を
構
築
し
て
ゆ
く
作
業
で
す
。

『
ホ
ツ
マ
辞
典
』（
松
本
善
之
助
装
丁
、
池
田
満
、
展
望
社
）
に
、
工
程
の
ほ
ど
を
ま
と
め

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
願
い
ま
す
。
漢
字
以
前
の
時
代
の
言
葉
に
ま
で
遡
っ
て
『
ホ
ツ
マ 

ツ

タ
ヱ
』
な
ど
「
ヲ
シ
テ
文
献
」
を
読
み
解
き
ま
す
と
、
直
訳
の
レ
ベ
ル
と
は
、
ま
っ
た
く

違
っ
た
世
界
が
広
が
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
我
が
国
の
貴
さ
を
、
本
当
に
実
感
す
る
に
は
、

漢
字
以
前
の
時
代
の
言
葉
に
ま
で
遡
ら
な
い
と
不
可
能
で
す
。
『
ホ
ツ
マ
辞
典
』
（
松
本
善

之
助
装
丁
、
池
田
満
、
展
望
社
）
な
ど
、
わ
た
く
し
の
著
作
に
カ
タ
カ
ナ
書
き
の
言
葉
が

多
い
の
は
、
こ
の
事
情
に
よ
り
ま
す
。
こ
の
意
味
を
ふ
ま
え
て
、
当
解
説
文
を
お
読
み
願

い
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

・ 

『
ホ
ツ
マ 

ツ
タ
ヱ
』
の
最
終
の
編
集
者
は
、
オ
オ
タ
タ
ネ
コ
（
タ
タ
ネ
コ
と
も
言
う
）
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で
す
。
大
神

お
お
み
わ

神
社
（
三
輪
神
社
）
の
若
宮
（
大
直
祢
（
禰
）
子
神
社(

お
お
た
た
ね
こ
じ
ん

じ
ゃ)
）
に
お
祭
り
さ
れ
て
い
る
人
物
で
す
。
年
表
（
『
ホ
ツ
マ
辞
典
』
２
８
８
ペ
ー
ジ
参

照
）
を
繰
っ
て
み
ま
し
た
ら
、
オ
オ
タ
タ
ネ
コ
は
、
ア
ス
ス
の
コ
ヨ
ミ
の
６
１
０
年
の
生

ま
れ
に
な
り
ま
す
。
オ
オ
タ
タ
ネ
コ
の
生
誕
年
の
ア
ス
ス
６
１
０
年
は
、
ヒ
ト
の
ヨ
の
九

代
フ
ト
ヒ
ヒ
（
開
化
天
皇
）
の
世
の
５
０
年
目
の
年
に
当
た
り
ま
す
。
そ
し
て
、『
ホ
ツ
マ

ツ
タ
ヱ
』
の
、
最
終
の
編
集
が
為
さ
れ
て
４
０
ア
ヤ
が
、
十
二
代
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
（
景け

い

行こ
う

天

皇
）
の
キ
ミ
に
献
上
さ
れ
た
年
の
、
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
（
景
行
天
皇
）
５
６
年
は
、
ア
ス
ス
の

コ
ヨ
ミ
の
８
４
３
年
に
当
た
り
ま
す
。 

 

『
ホ
ツ
マ 

ツ
タ
ヱ
』
は
、
代
々
書
き
継
が
れ
て
き
て
い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
記
述
上

に
残
る
編
集
者
は
、
も
う
一
人
記
録
に
あ
り
ま
す
。
ク
シ
ミ
カ
タ
マ
と
言
う
人
物
で
す
。

ク
シ
ミ
カ
タ
マ
は
、
『
ホ
ツ
マ 

ツ
タ
ヱ
』
２
８
ア
ヤ
ま
で
を
編
集
し
て
ヤ
シ
ロ
に
置
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。
こ
の
年
は
、
ア
ス
ス
の
５
０
年
の
事
で
し
た
。
前
篇
と
後
編
の
編
集
さ

れ
た
年
月
差
は
、
実
に
、
７
９
３
年
に
も
の
長
い
期
間
に
わ
た
り
ま
す
。 

ク
シ
ミ
カ
タ
マ
が
『
ホ
ツ
マ 

ツ
タ
ヱ
』
２
８
ア
ヤ
ま
で
を
編
集
し
た
の
は
、
タ
ケ
ヒ
ト

の
キ
ミ
（
後
の
神
武
天
皇
）
の
た
め
を
思
っ
て
の
事
で
し
た
。
こ
の
編
者
の
ク
シ
ミ
カ
タ

マ
は
、
大
神
神
社
（
三
輪
神
社
）
の
本
殿
か
ら
少
し
南
に
２
０
０
ｍ
程
度
の
位
置
に
神
坐

み
わ
に
ま
す

日
向

ひ
む
か
い

神
社
あ
る
い
は
、
三
輪
山
山
頂
の
高
宮
神
社
と
し
て
お
祭
り
さ
れ
て
い
ま
す
お
方
様

で
す
。
ク
シ
ミ
カ
タ
マ
の
妹
の
イ
ス
ス
ヒ
メ
（
イ
ソ
ス
ス
ヒ
メ
）
は
、
タ
ケ
ヒ
ト
の
キ
ミ

（
後
の
神
武
天
皇
）
の
キ
サ
キ
に
な
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
お
生
ま
れ
に
な
る
の
が
、
カ
ヌ

ナ
カ
ワ
ミ
ミ
（
後
に
２
代
綏
靖

す
い
ぜ
い

天
皇
）
さ
ま
で
し
た
。
つ
ま
り
、
タ
ケ
ヒ
ト
の
キ
ミ
（
後

の
神
武
天
皇
）
の
義
理
の
兄
に
あ
た
る
の
が
ク
シ
ミ
カ
タ
マ
で
す
。 

『
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
』
の
献
上
さ
れ
た
十
二
代
ヲ
シ
ロ
ワ
ケ
（
景け

い

行こ
う

天
皇
）
の
キ
ミ
の
５

６
年
は
、
ア
ス
ス
の
コ
ヨ
ミ
の
８
４
３
年
の
事
で
し
た
。
ア
ス
ス
の
コ
ヨ
ミ
は
、
ヒ
ト
の

ヨ
の
初
代
の
カ
ン
ヤ
マ
ト
イ
ワ
ハ
レ
ヒ
ト
の
ア
マ
キ
ミ
（
神
武

じ

ん

む

天
皇
）
の
お
生
ま
れ
に
な

る
６
年
前
か
ら
始
ま
り
数
え
ら
れ
る
コ
ヨ
ミ
で
す
。 

  

オ
オ
タ
タ
ネ
コ
の
謹
述
し
た
奉
呈
文
の
「
ホ
ツ
マ
ツ
タ
ヱ
を
ノ
フ
」
に
、
１
３
歳
年
上

の
、
ヲ
ヲ
カ
シ
マ
が
添
え
文
を
記
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
「
ソ
エ
の
ハ
ナ
ヲ
シ
」
と
呼
ぶ

べ
き
文
章
で
す
。
ヲ
ヲ
カ
シ
マ
さ
ん
は
、
春
日
大
社
の
系
統
に
祭
ら
れ
る
人
物
で
す
。
ア

マ
ノ
コ
ヤ
ネ
の
直
系
の
子
孫
に
当
た
り
ま
す
。 
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こ
の
、
奉
呈
の
ふ
た
つ
の
文
章
に
は
、
『
ホ
ツ
マ 

ツ
タ
ヱ
』
２
６
ア
ヤ
の
例
文
を
引
用

し
て
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
相
当
に
ヲ
シ
テ
文
献
の
知
識
を
、
そ
の
読
解
に
必
要

と
し
ま
す
。
『
ホ
ツ
マ 

ツ
タ
ヱ
』
の
全
文
を
ご
覧
に
な
っ
た
後
に
、
再
度
、
読
み
直
し
て

頂
く
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。
こ
の
解
説
文
に
は
、
オ
オ
タ
タ
ネ
コ
や
ヲ
ヲ
カ
シ
マ

の
言
い
た
か
っ
た
こ
と
を
、
わ
た
く
し
が
補
足
し
ま
し
た
。
お
そ
ら
く
、
オ
オ
タ
タ
ネ
コ

さ
ん
も
ヲ
ヲ
カ
シ
マ
さ
ん
も
、
『
ホ
ツ
マ 

ツ
タ
ヱ
』
な
ど
ヲ
シ
テ
文
献
を
相
当
に
解
か
っ

て
い
る
人
を
読
者
に
想
定
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
が
、
奉
呈
の
フ
ミ
の
「
ホ
ツ
マ
ツ

タ
ヱ
を
ノ
フ
（
述
べ
る
）
」
の
文
章
で
す
。
ま
た
、
ヲ
ヲ
カ
シ
マ
さ
ん
の
「
ソ
エ
の
ハ
ナ
ヲ

シ
」
の
文
章
も
そ
の
よ
う
に
甚
深
な
内
容
の
文
章
で
す
。
現
代
人
に
も
解
か
る
よ
う
す
る

た
め
に
は
、
補
足
が
必
要
に
な
り
ま
す
。 
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